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あらし やま おおいが わ みや 

京都の 嵐 山 の 前 を 流れる 大堰 川に は、 雅びた 

とげつ きょう かか ひが しづめ りんせん じ 

渡 月 橋が 架って います。 その 橋の 東 詰に 臨 川 寺と い 

う 寺が あります。 夢 窓 国師が 中興の 開山で、 開山 堂に 

国師の 像が 安置して あります。 寺の 前が すぐ 大堰 川の 

ぼんしょう くぐ すいらん ひび すず 

流で 「梵鐘 は 清 波 を 潜って 翠巒に 響く」 という 涼しい 

詩偈 そのままの 境域であります。 

開山より 何代目 か 経って、 室町 時代 も 末、 この 寺に 

三 要と いう 僧が 住持 をして いました。 

ぜんでら せがき はし はち 

禅寺で は 食事のと き、 施餓鬼の ため 飯 を 一 箸ず つ 鉢 



る す 

留守の 館に は 姫の 従者と して 男女 一 人ず つ 残して おき 

あま じゅうぶん 

ました。 もっとも 生活費 は 剰る ほど 充分 残して 行き 

ました。 

ところが、 それから だんだん 国元の 様子が 父に 不利 

になって 来て、 近頃で はまる つきり 音沙汰 も ありませ 

うわさ ろうとう ぜんめつ 

ん。 噂に は 一族 郎党、 ほとんど 全滅 だとの 事です。 

つきそ はくじょう 

すると、 早 百合 姫に 附添 つていた 家来の 男女 は、 薄情 

しめ うりわた 

な もので、 両人 諜し 合せ、 館 も 人手に 売 渡し、 金目の 

さら- とラぼ ■ つ 

もの は 残らず 浚って どこかへ 逃亡して しまいました。 

ゆくえ あや 

父の 行方の 心配、 都に 小娘 一人 住みの 危う さ、 とう 

とう 姫 も 決心して 国元へ 帰ろうと ほとんど 路銀 も 持た 



ずた だ 一人、 この 街道 を 踏み出して 来たので した。 し 

かし、 旅支度 さえ 充分で ない 上に すぐと 悪漢 達に 追い 

かけられ たりして、 姫 は 全く 不安と 饑えと で、 疲れ 果 

てて しまった のでした。 

姫 は 言い 終つ て さめざめと 泣きました。 

たす お ぼっか 

「せっかく、 救け て 頂いた ような ものの、 行 先の 覚束 

とちゅう なん ギ J 

なさ、 途中の 難儀、 もう 一足 も 踏み出す 勇気 は ござい 

ません。 いっそ この 川へ 身 を 投げて 死にとう ございま 

す」 

き 

また さめざめと 泣き 続けます。 昭 青年 はこれ を 聴い 

はらわた か むし 

て 腸 を 搔き少 毛ら れ るよう な 思い をし ました。 そして 



をみ な 敵に して 秘密 の 中で 出会う のです。 自然と ぎが 

芽生えて 来たの も 当然です。 

姫 はもう 何もかも 考え なくなって、 ひたすら 昭 青年 

の 来る の を 待ち侘び ている。 自分で は、 ただ 頼みに す 

る 人、 有難い 人と 思って いる 積リ だが、 心の底で はも 

しょ-つ こ 

う 恋が 成熟し きってい る。 その 証拠に は、 われ 知らず、 

わ 力ま ま 

男の 心 を 試す ような 我儘 を 言い出す ように もな り まし 

た。 

一 方、 昭 青年 は 早く 機会 を 見付けて 何とか 始末 をし 

ごどう さまた 

なくて は、 悟道の 妨げに もなる し、 姫の ために もよ く 

ない。 刻々、 そう 思いながら、 その 気持ちに 自分で 自 



せんりつ お 

昭 青年 は 戦慄 を 覚えながら 押し止めました。 

「馬鹿 を おっしゃい。 昼日中、 そんな 危険な 事が 出来 

くも やみ 

ます か。 もし 今夜、 月が 曇り だったら、 闇 を 幸い、 こ 

力まぶ 

こへ 来て 入れて あげましょう。 それまで 我慢す る もの 

です」 

けれども 姫 は 自分の 一^い 出した すがすがしい 計画 か 

ゆうわく からだ ゆうよ 

ら 誘惑され、 身体が むず が ゆくな つて 一刻の 猶予 もな 

く 河水に 浸らねば 居られぬ 気持ちに せき 立てられ るの 

でした。 

「あたくし の 言う 事 はどうしても 聴いて 頂けない の」 

こんがん 

姫の 切なげ な 懇願に 昭 青年 は 前後の わきまえ も 無く 



しらび よ-つし 

天才 を 発揮して 京 町の 名 だた る 白拍子と なりました。 

さす 手 ひく 手の 妙、 面白の 振りの 中に 鯖び た 禅味が た 

ちんちょう だんお つ 

ゆとうと て 珍重 された の は、 鯉 魚 庵の 有力な 檀 越と 

どうみ ちょうもん 

なって 始終、 道 味 聴聞の 結果で ありました。 

この 後、 住持 三 要は、 間違いが あって はならぬ とい 

うので、 淵の 鯉 魚へ 生 飯 を 遣る 役 は 老体ながら 自分で 

する ことにしました。 そこで 淵の 鯉 魚 は、 再び、 斎の 

鐘 を 聴く と 寺 前の 水面に 集って 待つ ようになりました。 

(昭和 十 年 八月) 
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